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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
鳩
山
内
閣
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
、
三
、
四
及
び
六
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て

原
子
力
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
み
な
ら
ず
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
安
全
を

第
一
と
し
て
、
国
民
の
理
解
と
信
頼
を
得
な
が
ら
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
含
む
原
子
力
の
利
用
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
、
内
閣
と
し
て
の
一
致
し
た
方
針
で
あ
る
。
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
中
に
も
様
々
な
意
見
が
あ
る
と
承
知

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
も
、
国
会
議
員
を
始
め
と
し
て
、
広
く
国
民
の
意
見
を
聴
き
つ
つ
こ
れ
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
と
も
、
原
子
力
政
策
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
信
頼
の
獲
得
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

日
本
原
燃
株
式
会
社
再
処
理
事
業
所
再
処
理
施
設
（
以
下
「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
」
と
い
う
。
）
の
操
業
に
向
け
て
、
政

府
と
し
て
は
、
そ
の
安
全
を
十
分
に
確
認
し
つ
つ
、
必
要
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
地
元
住
民
と
の
意
見
交
換
会
等
に
よ

り
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に
対
す
る
理
解
の
促
進
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
に

お
い
て
は
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
へ
の
技
術
者
の
派
遣
等
の
運
転
支
援
や
、
技
術
課
題
の
解
決
の
た
め
の
技
術
支
援
等
を
行

っ
て
い
る
。

一



五
に
つ
い
て

政
党
の
意
見
の
申
入
れ
先
に
つ
い
て
は
、
当
該
政
党
自
身
が
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二


